
水 準 改 善 額 水 準 年 間 月 数

Ｏ Ｋ Ｉグ ル ー プ 1 ,5 0 0 3 0 6 ,6 0 0 1 ,5 9 8 ,4 0 0 4 .8 0
パ ナ ソ ニ ッ ク グ ル ー プ 1 ,5 0 0 3 4 0 ,8 0 0
日 立 グ ル ー プ 1 ,5 0 0 3 1 2 ,5 0 0 1 ,7 6 0 ,4 8 6 5 .6 9
東 芝 グ ル ー プ
富 士 通 労 連 1 ,5 0 0 3 1 3 ,5 0 0
Ｎ Ｅ Ｃ グ ル ー プ 1 ,5 0 0 3 2 7 ,0 0 0
三 菱 労 連 1 ,5 0 0 3 1 7 ,0 0 0 1 ,6 8 4 ,0 0 0 5 .9 4
富 士 電 機 グ ル ー プ 1 ,5 0 0 3 2 5 ,2 0 0 1 ,7 1 9 ,9 0 0 5 .3 0
パ イ オ ニ ア 労 連 1 ,5 0 0 3 0 0 ,5 0 0 1 ,4 0 1 ,0 4 4 4 .0 0
安 川 グ ル ー プ 1 ,5 0 0 3 0 6 ,9 8 0
明 電 舎 1 ,5 0 0 3 2 6 ,0 1 0 1 ,5 3 2 ,8 0 0 5 .1 0
村 田 製 作 所 労 連 1 ,5 0 0 3 1 7 ,3 0 0
シ ャ ー プ グ ル ー プ 連 合

業 績 連 動 算 定 方 式

業 績 連 動 算 定 方 式
業 績 連 動 算 定 方 式

業 績 連 動 算 定 方 式

電 機 中 闘 組 合 １ ６ 春 闘 回 答 内 容

組 合 名
開 発 ・設 計 職 基 準 労 働 者 （ ３ ０ 歳 ） 一 時 金 （年 間 ）

業 績 連 動 算 定 方 式

２ ０ １ ６ 年 ４ 月 第 ３ ３ ３ 号

最
近
、
犬
・
猫
を
取

り
上
げ
た
Ｔ
Ｖ
番
組
が

多
く
な
っ
た
気
が
す
る
。

犬
派
・
猫
派
の
芸
能
人
が
自
慢
の
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
出
た
り
、
ペ
ッ
ト
産
業

を
紹
介
し
た
り
し
て
、
猫
ブ
ー
ム
も

起
き
て
い
る
。
あ
る
調
査
で
は
、
飼
っ

て
い
る
犬
の
頭
数
を
猫
が
上
回
っ
た

と
か
。
「
鳴
か
な
い
し
散
歩
も
し
な

く
て
い
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
ら
し

い
■
気
ま
ま
な
猫
も
い
い
が
、
犬
と

一
緒
に
暮
ら
す
の
も
い
い
。
環
境
省

も
犬
は
室
内
で
飼
う
事
を
奨
励
し
て

い
る
。
数
年
前
に
室
内
飼
い
の
頭
数

が
外
飼
い
を
上
回
っ
た
。
そ
こ
で

「
し
つ
け
」
の
問
題
が
出
て
く
る
。

「
し
つ
け
」
は
「
訓
練
」
で
は
な
く
、

人
間
と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
の
マ
ナ
ー

で
あ
る
。
こ
の
マ
ナ
ー
を
犬
に
教
え

る
時
期
を
「
社
会
化
期
」
と
呼
ぶ
。

離
乳
か
ら
４
ヶ
月
齢
ま
で
の
期
間
で
、

８
ヶ
月
齢
ま
で
に
は
し
っ
か
り
教
育

す
る
必
要
が
あ
る
■
ド
ッ
ク
イ
ヤ
ー

の
言
葉
通
り
、
犬
は
１
年
で
成
犬
と

な
る
。
そ
れ
ま
で
に
見
聞
き
し
た
事

が
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
、
性
格
や

癖
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
「
う
ち

の
は
バ
カ
犬
だ
か
ら
」
と
言
う
飼
い

主
が
い
る
が
、
専
門
家
に
言
わ
せ
る

と
「
バ
カ
犬
は
い
な
い
。
誰
が
バ
カ

犬
に
し
た
か
で
す
」
■
「
し
つ
け
」

の
基
本
は
ま
ず
「
ト
イ
レ
」
。
そ
し

て
「
お
座
り
」
「
ふ
せ
」
な
ど
の
前

に
、
体
に
触
ら
れ
て
も
嫌
が
ら
な
い

＝
散
歩
後
の
足
拭
き
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
を
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
。
ポ
イ
ン

ト
は
「
褒
め
て
覚
え
さ
せ
る
」
。
怒

る
必
要
は
な
い
。
言
う
事
に
従
っ
た

ら
ご
褒
美
を
あ
げ
て
褒
め
る
事
の
繰

り
返
し
で
、
飼
い
主
の
根
気
が
勝
負

■
「
し
つ
け
」
の
次
は
「
終
生
飼
養
」
、

最
後
ま
で
飼
う
事
。
し
か
し
、
犬
の

世
界
も
「
老
々
介
護
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
で
目
を
向
け
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都品川区二葉２－２０－８ 染野ビル２Ｆ 電話 03（6421）5323

沖電気の職場を明るくする会 検索
クリ
ック

ホームページ

今
年
の
春

闘
は
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
、

賃
金
の
底
上

げ
と
非
正
規

社
員
の
同
一

労
働
・
同
一
賃

金
な
ど
格
差
是
正

を
柱
と
し
て
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

３
年
連
続
実
質
賃
金

マ
イ
ナ
ス
に
歯
止
め

か
か
ら
ず

物
価
上
昇
を
加
味
し
た
賃
金

水
準
を
示
す
実
質
賃
金
は
、
３

年
連
続
マ
イ
ナ
ス
４
・
８
％
。

当
会
が
実
施
し
た
「
生
活
改
善

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、

「
生
活
が
苦
し
い
・
や
や
苦
し

い
」
が
８
割
に
達
し
春
闘
へ
の

期
待
が
大
で
し
た
。

し
か
し
、
３
年
連
続
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
あ
っ
た
も
の

の
、
昨
年
の
半
分
で
実

質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
か
ら

脱
し
き
れ
な
い
も
の

で
し
た
。

大
幅
賃
上
げ
こ

そ
解
決
の
道

経

営

側

は

賃
上
げ
は
、

固

定

費

の
増
加

や

中

国
・
ア
ジ
ア
経
済
の
減
速
、
株

価
下
落
な
ど

先
行
き
不
透
明

を
理
由
に
し
て
賃
金
を
抑
え
ま

す
が
、
日
本
経
済
の
健
全

な
発
展
と
企
業
の
成
長
、

「
経
済
の
好
循
環
」
実
現

に
と
っ
て
や
る
べ
き
課
題

は
、
国
内
総
生
産
の
６
割

を
占
め
る
個
人
消
費
を
回

復
す
る
事
で
あ
り
、
そ
の

要
は
す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅

賃
上
げ
、
格
差
是

正
す
る
賃
金
底
上
げ
で
す
。

企
業
は
日
本
経
済
の

立
て
直
し
に
責
任
を

企
業
は
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
で
目
先
の
利

益
に
振
り
回
さ
れ
、

日
本
経
済
を
ど
う
立

て
直
す
か
に
つ
い
て
の
責
任
を

放
棄
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。
花言葉：ほのかな喜び

ス
イ
ー
ト
ピ
ー

グレード給は昨年グレード毎格差をつけたが、今回一律賃上

げは良かったけれど昨年の半額に。一時金は5か月の要求で

4.8か月は昨年（５、１か月）よりダウン。

契約社員の正社員化と労働条件・一時金につい

ては現行通り、年次有給休暇の半日単位の取得

（6日間で12回）は認めさせた。

派遣社員はもともと蚊帳の外で要求も取り上げら

れない。職場じゃ戦力になっているのに。

年齢別最低賃金は要求一律2,000円が、1,000円

～1,500円どまり。（昨年は一律2,000円

アップ）

初任給は1,500円～2,500

円の要求が、一律1,000円。

シニア社員のアップ額は

5,000円～11,500円の要

求が期待外れの一律1,500

円のみ。一時金は会社業

績を反映するとし、半期1

か月から1．2か月にアップ。

他の電機の職場と比

較しても、ＯＫＩの

水準は低いよね。



　　　単体従業員数 　育児休業取得者
　　総数 　うち女性 　　総数 　うち男性

アルプス電気 5433 1242 38 0
沖電気 3788 376 22 0
カシオ計算機 2728 384 35 1
キャノン 25814 3778 154 14
京セラ 14083 2499 147 3
小糸製作所 4162 813 57 0
コニカミノルタ 7891 1286 61 2
太陽誘電 2794 558 40 0
東芝 34700 4161 344 8
日本電気 24237 4290 382 7
パイオニア 3641 462 47 2
パナソニック 57761 9900 216 9
日立製作所 33550 5227 777 238
富士電機 10951 1161 116 3
三菱電機 29880 3000 219 5
ミネベア 3314 548 43 2
ルネサス 10725 1168 68 0
ローム 3157 740 51 0

沖電気の年齢別最低賃金 （２０１６年）
　年齢 　　金額 　年齢 　金額
１８歳 160,000 ３５歳 209,840
２０歳 165,290 ４０歳 225,500
２５歳 178,500 ４５歳 230,500
３０歳 194,170 ５０歳以上 234,000
※参考）時給換算は１５５時間で除す
例；３０歳は１２５３円　４０歳は１４５５円

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ６ 年 ４ 月 第 ３ ３ ３ 号

諸
手
当
の
改
定
案
に

否
決
職
場
も

【
埼
玉
・
蕨
】

蕨
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
の
労
働

組
合
の
職
場
集
会
で
、
諸
手

当
の
改
定
案
に
つ
い
て
の
挙

手
に
よ
る
組
合
員
の
意
思
確

認
で
提
案
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
。長

年
勤
め
て
い
ま
す
が
職

場
集
会
で
反
対
と
な
っ
た
の

を
見
た
の
は
お
そ
ら
く
初
め

て
で
す
。
内
容
は
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
援
助
金
の
改
定
（
勤
続

年
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
上

げ
て
い
た
の
を
一
律
化
）
と

家
族
手
当
の
改
定
に
つ
い
て

で
す
が
、
と
も
に
改
定
に
よ

り
減
額
さ
れ
る
方
が
で
ま
す
。

結
局
他
の
職
場
も
合
わ
せ

る
と
反
対
意
見
は
少
数
で
、

改
定
案
は
労
使
合
意
と
な
り

ま
し
た
。
一
部
の
方
が
損
す

る
よ
う
な
会
社
提
案
は
組
合

が
拒
否
す
る
事
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

期
待
さ
れ
る

女
性
の
取
締
役
登
用

【
全
社
】

春
４
月
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
本
体
、

プ
リ
ン
タ
ー
事
業
会
社
・
Ｏ

Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
な
ど
の
社
長
交

代
な
ど
役
員
の
人
事
異
動
も

あ
り
ま
し
た
。

注
目
は
、
女
性
の
取
締
役

へ
の
登
用
が
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
（
電

気
工
事
、
電
気
通
信
工
事
を

主
と
す
る
会
社
）
で
あ
り
ま

し
た
。
女
性
正
社
員
や
幹
部

社
員
が
少
な
い
Ｏ
Ｋ
Ｉ
で
す
。

女
性
の
活
躍
へ
の
起
爆
剤
に

な
る
事
が
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

事
前
に
知
ら
せ
て
よ
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

第
２
Ｅ
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
３
月
下
旬
に
無
事
完

了
し
ま
し
た
。
工
事
に
伴
い

こ
れ
ま
で
、
南
門
を
閉
鎖
し

西
門
か
ら
通
勤
車
両
の
乗
り

入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

工
事
完
了
と
同
時
に
、
入
場

門
も
元
に
戻
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
入
場
門
変
更
を

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
従
業
員

は
、
い
つ
も
通
り
西
門
に
向

か
い
閉
鎖
を
知
り
急
遽
、
正

門
へ
向
か
っ
た
従
業
員
も
見

受
け
ら
れ
た
。
「
南
門
に
守

衛
さ
ん
が
立
っ
て
い
た
の
で

わ
か
っ
た
」
と
い
う
人
も
。

事
前
に
わ
か
っ
て
い
た
の
だ

か
ら
社
内
メ
ー
ル
や
朝
礼
な

ど
で
車
両
通
勤
者
に
は
連
絡

を
す
る
こ
と
が
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。

駐
車
場
の
整
備
を

き
ち
っ
と
！

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
工
場
か
ら
歩
い
て
約

五
分
位
の
所
に
あ
る
第
五
駐

車
場
、
三
百
台
ぐ
ら
い
止
め

ら
れ
る
メ
イ
ン
の
駐
車
場
で

す
が
駐
車
場
所
が
土
の
た
め
、

整
地
し
て
も
す
ぐ
に
掘
り
起

こ
さ
れ
て
、
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
雨
が
降
る

と
あ
ち
こ
ち
に
水
溜
ま
り
が

出
来
て
大
変
で
す
。
「
雨
の

日
は
、
泥
が
跳
ね
た
り
し
て

た
ま
ら
ん
」
「
第
三
駐
車
場

の
よ
う
に
舗
装
し
て
く
れ
な

い
か
な
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

ま
た
、
入
口
の
排
水
溝
の

鉄
の
ふ
た
も
よ
く
外
れ
て
い

て
、
乗
り
上
げ
る
と
危
険
な

状
態
に
な
り
ま
す
。
駐
車
場

代
を
徴
収
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
も
う
少
し
き
ち
っ
と
整

備
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

改
定
・
最
低
賃
金

非
正
規
は
蚊
帳
の
外

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の

働
き
方
を
求
め
る
世
論
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
沖

電
気
で
は
、
非
正
規
社
員
に

は
最
賃
制
度
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
要
改
善
で
す
。

沖
電
気
を
考
え
る

第
９
５
回

男
性
の
育
休
取
得
が
進
ま
な
い
電
機
各
社

沖
電
気
は
ゼ
ロ
人

《
２
０
１
４
年
》

政
府
は
２
０
年
ま
で
に

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率

を
１
３
％
に
引
き
上
げ
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
計
画
し
て
い
る
。

計
画
で
は
、
女
性
が
活
躍

し
や
す
い
社
会
に
す
る
た
め

「
男
性
中
心
型
の
労
働
慣
行

を
見
直
す
」
と
明
記
。

長
時
間
労
働
の
是
正
と
共

に
２
０
１
５
年
の
取
得
率
が

民
間
企
業
で
２
・
３
％
、
国

家
公
務
員
が
３
・
１
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
現
状
の
改
善

を
目
指
し
て
い
る
。

内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画

局
が
ま
と
め
た
電
機
各
社
の

２
０
１
４
年
デ
ー
タ
（
上
表
）

で
は
、
３
割
超
の
企
業
が
男

性
育
休
取
得
ゼ
ロ
。
沖
電
気

も
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

国
立
大
学
法
人
運
営
交
付
金

１
１
年
間
で
１
４
７
０
億
円
減

教
育
は
未
来
へ
の
投
資
と
言

わ
れ
る
が
、
国
立
大
学
８
６
校

へ
の
交
付
金
は
２
０
０
４
年
の

大
学
の
法
人
化
以
来
、
１
１
・

８
％
も
減
額
さ
れ
、
学
費
値
上

げ
に
連
動
、
教
育
軽
視
政
府
だ
。

電気機器の例悲しい我慢比べを終わりにするために
最低賃金を１５００円に

若者が新組織（エキタス）を創りアピール開始

最
低
賃
金
を
時
給
１
５
０
０
円

に
す
る
よ
う
求
め
、
学
生
や
若
者

が
集
ま
る
「
Ａ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
」

（
エ
キ
タ
ス
、
ラ
テ
ン
語
で
「
正

義
」
「
公
正
」
の
意
味
）
の
活
動

が
話
題
だ
。
新
宿
集
会
（
左
）

に
は
７
０
０
人
が
参
加
し
、
ラ
ッ

プ
調
で
「
最
低
賃
金
１
５
０
０

円
、
上
げ
ろ
」
「
中
小
企
業
に

税
金
使
え
」
「
派
遣
法
改
悪
い

ま
す
ぐ
撤
回
」
「
増
税
す
る
な
」

な
ど
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
男
性
（
２
６
）
は

「
非
正
規
雇
用
や
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が

広
が
り
、
し
ん
ど
い
社
会
に
な
っ
て

い
る
。
も
う
我
慢
し
な
い
。
安
倍
政

権
は
戦
争
法
以
外
の
政
策
も
許
せ
な

い
。
求
め
る
の
は
、
最
賃
ア
ッ
プ
と

中
小
企
業
支
援
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

サ
ウ
ン
ド
カ
ー
の
上
か
ら
大
学
１

年
生
の
男
性
（
１
９
）
は
「
い
ま
の

最
賃
（
全
国
平
均
７
９
８
円
）
で
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
年
収
２
０
０
万
円
に

届
か
ず
、
生
活
で
き
な
い
」
と
要
求

の
正
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

シ
ー
ル
ズ
、
エ
キ
タ
ス
、
テ
ィ
ー

ン
ズ
ソ
ウ
ル
・
・
・
若
者
の
新
た
な

胎
動
は
頼
も
し
い
。


